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佐
渡
は
他
に
類
を
見
な
い
ほ
ど
能
が
盛
ん
な
土
地

で
、
島
内
各
地
の
能
舞
台
で
演
能
さ
れ
て
い
る
。

　

佐
渡
の
能
楽
は
、
永
享
６
年
（
１
４
３
４
年
）
に
世

阿
弥
が
佐
渡
に
流
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
最
も
盛

ん
に
な
っ
た
の
は
明
治
の
頃
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
最

盛
期
に
は
２
０
０
以
上
も
の
能
舞
台
が
存
在
し
た
。

　

佐
渡
の
能
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
元
々
、
武
士
の

間
で
愛
好
さ
れ
て
い
た
能
を
村
人
が
舞
い
、
謡
い
、
観

る
と
い
う
娯
楽
に
変
化
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
こ

れ
は
、
多
く
の
能
舞
台
が
神
社
に
帰
属
し
て
い
る
こ
と

も
理
由
の
一
つ
で
、
村
の
共
有
財
産
と
し
て
建
て
ら
れ

た
能
舞
台
で
行
わ
れ
る
能
は
、
娯
楽
で
あ
る
と
同
時
に

神
事
で
も
あ
っ
た
。

　

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
佐
渡
の
能
は
６
月
か

ら
８
月
に
集
中
し
、
特
に
６
月
は
薪
能
月
間
と
し
て
毎

週
ど
こ
か
で
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
実
際
に
演

能
で
使
用
さ
れ
て
い
る
能
舞
台
で
「
能
・
仕
舞
体
験
」

を
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
１
週
間
前
に
予
約
必
要
）。
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渡
観
光
協
会
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（
写
真
提
供
：
佐
渡
市
観
光
振
興
課
）

表
紙

佐
渡
の
能

　

  【
編
集
後
記
】

▼
今
月
号
は
「
地
方
鉄
道
と
地
域
の
活
性
化
」
を
特
集

の
テ
ー
マ
に
し
ま
し
た
。
地
域
の
鉄
道
は
通
勤
・
通
学

や
買
い
物
な
ど
日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

イ
ン
フ
ラ
で
す
が
、
マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
過
疎
化
に
伴

う
沿
線
人
口
の
減
少
に
よ
っ
て
乗
客
数
も
低
迷
し
、
厳

し
い
経
営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち

ま
す
。

▼
こ
う
し
た
赤
字
ロ
ー
カ
ル
線
の
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
国
鉄
再
建
が
大
き
な
政
治
課
題
と

な
っ
た
昭
和
50
年
代
半
ば
で
し
た
。
当
時
、運
輸
省（
現

国
交
省
）
担
当
記
者
だ
っ
た
私
も
第
一
次
廃
止
対
象
路

線
の
選
定
な
ど
国
鉄
絡
み
の
取
材
を
し
た
こ
と
が
今
で

も
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
国
鉄
の
膨
大
な
赤
字

が
ロ
ー
カ
ル
線
廃
止
の
原
因
だ
っ
た
と
は
い
え
、
地
元

の
反
発
は
極
め
て
激
し
い
も
の
で
し
た
。
結
局
、
国
鉄

は
現
在
の
Ｊ
Ｒ
に
分
割
・
民
営
化
さ
れ
、
廃
止
対
象
と

な
っ
た
ロ
ー
カ
ル
線
は
バ
ス
転
換
や
第
三
セ
ク
タ
ー
に

よ
る
経
営
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

▼
今
回
の
特
集
事
例
で
は
、
こ
れ
ら
旧
国
鉄
の
路
線
や

歴
史
あ
る
民
鉄
の
存
続
・
活
性
化
に
懸
け
る
関
係
者
の

奮
闘
ぶ
り
が
生
き
生
き
と
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
共
通
す
る
の
は
貴
重
な
地
域
鉄
道
に
対
す
る
愛
着
で

し
ょ
う
か
。
地
元
住
民
に
よ
る
利
用
促
進
の
ほ
か
、
観

光
を
軸
に
あ
の
手
こ
の
手
の
活
性
化
策
が
講
じ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
秋
田
内
陸
線
の
担
当
者
の
方
が
指
摘
さ
れ

て
い
た「
鉄
道
へ
の
誘
客
と
地
域
づ
く
り
は
表
裏
一
体
」

と
い
う
言
葉
が
原
稿
を
拝
見
し
て
い
て
強
く
印
象
に
残

り
ま
し
た
。 

（
堀
）

【
9
月
号
予
告
】

特
集
＝ 

「
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
に
挑
戦
」 

（仮）
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地域再生実践塾　第４回　新潟県長岡市
『米百俵に学ぶ長岡の市民協働』

平成25年10月２日（水）～10月４日（金）　会場：シティホールプラザアオーレ長岡　他
開催趣旨 
　多様化する行政ニーズに対応するため、各自治体では市民協働条例を制定するなど独自の仕組みづくりを進めています。
　長岡市は、長岡藩の頃より領主と領民が一体となって藩を盛り立てる、いわば「市民協働」の先駆けともいえる精神が根付いている土
地であり、2004年の新潟県中越地震の際も協働により復興を成し遂げました。2012年4月１日にオープンしたシティホールプラザ「アオー
レ長岡」は、ＪＲ長岡駅前に位置する市役所と一体となった複合的な施設で、市民と議会の一体感を醸成するための全国初のガラス張り
の「議場」や、５千人を収容できるナカドマと呼ばれる屋根付き広場などがあり、あらゆる世代の多様な人々の自発的な活動を実現する「市
民交流の拠点」とし、長岡市のシンボル的な存在となっています。
　今回、新しい長岡の顔、協働と交流の拠点・アオーレ長岡を中心に実践されている市民協働に関する具体的事例を検証しながら、地域
の活性化について考えていきます。

開催日程 
・第１日目　10月２日（水）
　13：30～　開講式・オリエンテーション
　14：00～　Lecture1　米百俵から学ぶ長岡の市民協働
　　　　　　　　　　　  ～復興から生まれた市民協働の精神～
　15：10～　Lecture2　長岡市の市民協働推進施策
　15：45～　Lecture3　 社会的存在価値を高める
　　　　　　　　　　　  ～酒造りの正道を歩んで～
　16：20～　Lecture4　地元大学としての市民協働への参画
　17：00～　シティホールプラザアオーレ長岡見学
・第２日目　10月３日（木）
　９：00～　Lecture5　震災復興から市民協働へ
　９：30～　Lecture6　多世代交流でエンパワーメント
　10：00～　Field Work1　 長岡震災アーカイブセンターきおくみら

い見学
　11：00～　Field Work2   ながおか市民防災センター子育ての駅ぐ

んぐん見学
　12：15～　昼食
　13：00～　Field Work3　山古志被災現場視察
　15：30～　Group Work1　協働をあらためて考える
・第３日目　10月４日（金）
　９：00～　Group Work2　グループ発表・意見交換
　11：30～　Lecture7　総括
　11：55～　閉講式

主任講師 
NPO法人市民協働ネットワーク長岡
代表理事　羽賀　友信　氏

　1950年長岡市生まれ。1980年カンボジア難民救援医療
プロジェクト（現国際緊急援助隊）に主任調整員として参
加し、国境地帯で病院を運営。帰国後は長岡市を拠点に多
文化共生社会を目指した地域づくり・グローバルな人づく
りに携わり、協働による地域力を世界に向け発信している。
中越地震、中越沖地震、東日本大震災の際は外国人被災者
の救援に尽力し、外務大臣感謝状、JICA理事長賞、地域
づくり総務大臣表彰、長岡市長表彰など受賞歴も多数。

■対　　象　地方公共団体、商工会、商工会議所、ＮＰＯなど、地域再生に取り組んでいる方
■募集人員　40名
■参加費用　無料（開催地までの往復交通費、宿泊費、飲食代などは参加者負担）
■申込方法　申込書を当センターまで送付してください。＊詳しくは、当センターのホームページをご覧ください。

地方鉄道と地域の活性化2

都道府県漫遊　　　　【佐賀県】46

手前みそですが…　　【愛媛県松山市】47
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